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1. はじめに 
本稿の目的は筆者がこれまでに取り組んできたアバール語のテキストの電子化に

ついて報告することである。 
アバール語は北東コーカサス諸語（または、ダゲスタン諸語とも呼ばれている）に属

し、主にロシア連邦ダゲスタン共和国およびその南にあり旧ソ連からの独立国であるア

ゼルバイジャン共和国で話されている。アバール語の標準語は文語を持っていて、キ

リル文字体系を用いて表記される。 
筆者がこれまでに取り組んできたのはアバール語の標準語およびヒダス方言のテキ

ストの電子化である。アバール語の標準語はフンザフ方言を基礎としている。だたし、

現在において標準語とフンザフ方言には語彙においても文法においても十分な違い

がある。また、アバール語は山岳地域で話されていることなどから方言差が大きく、標

準語も使用者の出身地などによってかなりのゆれがある。一方、ヒダス方言と標準語に

はかなり大きな違いがある。ただし、ヒダス方言より標準語との違いが大きい方言も存

在する 1。 
標準語のテキストは本からのテキストであり、スキャナーと OCRを使用して電子化を
行った。一方、ヒダス方言には文語がなく、ヒダス方言の話者に依頼して作文してもら

ったテキストである。 
テキストの電子化の主要な目的は、筆者自身が行っているアバール語の研究を効

率的に行うためである。しかし、電子化を行ったテキストを共同利用できるように公開す

ることを目指している。そのため、ヒダス方言の母語話者にテキストの作成を依頼する

にあたっては一般公開の許可を得ている。 
 
2. 文字と句読点 
2.1. 標準語 
アバール語の標準語ではキリル文字体系の一種を使用しているが、使用されている

具体的な文字は次の 46文字である。 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
а б в г гъ гь гI д е ё 
[a] [b] [w] [g] [ɤ] [h] [ʕ] [d] [je],[e] [jo]

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
ж з и й к къ кь кI л лъ 
[ʐ] [z] [n] [j] [k] [k͡χʼ] [tɬʼ] [kʼ] [l] [ɬ] 

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 
м н о п р с т тI у ф 
[m] [n] [o] [p] [r] [s] [t] [t] [u] [f] 

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 
х хъ хь хI ц цI ч чI ш щ 
[χ] [k͡χ] [ç] [ħ] [ʦ] [ʦʼ] [ʧ] [ʧʼ] [ʂ] [ʃʃ]

41 42 43 44 45 46     
ъ ы ь э ю я     
[ʔ]   [e] [ju] [ja]     

 
表 1 文字 

 
42番目の ыおよび 43番目の ьはロシア語など他の言語からの借用語でしか使わ

れない。アバール語にはロシア語からの借用語がとてもたくさんあるが、ロシア語から

の借用語はアバール語の発音とは関係なしにロシア語の綴りのままで表記することに

なっている。 
5番目の гъは гと ъという二つの部分（以下では便宜的に字素と呼ぶ）からできてい

る。このように、アバール語で使われる文字には二つの字素からできているものがあり、

アバール語で使われている字素は全部で 34個である。また、10番目の文字 ёは йо
で表記することが一般的であり、この文字を使用している文献は少ない。 
アバール語にはハイフン( - )を含んだ語が多くみられる。そのような語には二つの語
を連続的に並べた複合語が多い。たとえば、гьава-бакъ「天気」は гьава「空気」と бакъ
「太陽」からの複合語である。 
アバール語で使われている句読点は次の通りである。 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
. , ? ! : ; ( ) « » 
11 12 13        
“ ” —        

 
表 2 句読点 

 
9, 10番目の « と » および 11, 12番目の “ と ” はともに引用符として用いられる

のが普通で、一つの文献ではどちらか一方が用いられる。9, 10番目の « と » が用
いられることの方が多い。13番目の横棒( — )はいろいろな場合に用いられるが、会話
の引用の開始（あるいは終了）を示すのに用いられることが多い。 
こうした文字（あるいは字素）と句読点で書かれているアバール語の標準語のテキス

トを電子化するために用いた文字コードはユニコード(Unicode)系の utf-8である 2。ア

バール語で用いられているのはキリル文字体系の一種であり、キリル文字体系を使っ

た言語を表示する際に使われる文字コードには cp1251、MacCyrillic、koi8-r、cp866
などがあるが、将来的な拡張性を考えてユニコード系の utf-8 を用いている。ちなみに、
cp1251はWindowsで、MacCyrillicはMacintoshで、koi8-rは Unix系 OSでロシア
語をはじめとするキリル文字体系を使う言語を表示するために標準的に使われている

文字コードである。また、koi8-rはロシア語で e-mailをやりとりする際にも標準的に使わ
れている。cp866は DOSでロシア語などのキリル文字体系を使う言語を表示するため
によく使われた文字コードである。 
ユニコードではアバール語を含む北コーカサス諸語の字素 Iを表示するためにコー
ド番号 U+04C0が用意されているが、この U+04C0を使わずにコード番号 U+0406を
用いている。U+0406はウクライナ語などの Iを表示するための文字コードである。
U+0406を用いている理由は北コーカサス諸語の字素 Iを表示するための文字コード
U+04C0のグリフを欠いているフォントが多いことである。また、ウクライナ語などの Iは
アバール語を電子化する限りにおいて今後も使う可能性がないという理由もある。ラテ

ン文字体系の I もほぼ同じ見た目をしているが、ラテン文字体系の Iはテキストで本来
の目的のために使われているので、両者の混乱が生ずるために利用していない。他

の文字コードとの変更可能性について述べると、ウクライナ語の Iを表示するためのコ
ード番号は cp1251、MacCyrillicには用意されているが、koi8-r、cp866には用意され
ていない。北コーカサス諸語の Iを表すためのコード番号は cp1251、MacCyrillic、
koi8-r、cp866のどれにも用意されていない。 
ハイフンにはコード番号 U+002D(HYPHEN_MINUS)を用いている。ユニコードでは
ハイフンとマイナスを区別できるようにハイフン専用にコード番号U+2010がマイナス専
用にコード番号 U+2212が用意されているがこれらは使用していない。ただし、全テキ
ストを通してマイナス記号は存在しないので、ハイフンとマイナス記号が混乱すること
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はない。今後、テキストを追加した際にマイナス記号が含まれている場合には、両者を

区別するために文字コードを変えることを検討する必要がある。 
また、句読点として用いられる横棒( — )にはコード番号 U+2014(EMDASH)を用い
ている。ユニコードにはコード番号 U+2015(Horizontal Bar/QUOTATION DASH)が引
用符用の横棒として用意されているが、これは用いていない。この理由は

U+2014(EMDASH)は別の目的で使っていないので、EMDASHのための文字コード
を用意している他の文字コードとの変換がたやすいということにある。EMDASHのため
の文字コードは cp1251、MacCyrillicには用意されているが、koi8-r、cp866には用意さ
れていない。koi8-r、cp866では句読点用の横棒は HYPHEN_MINUS と合流してしま
う。ユニコードの U+2015(Horizontal Bar/QUOTATION DASH)に対応する文字コード
は cp1251、MacCyrillic、koi8-r、cp866のどれにも用意されていない。 
 
2.2. ヒダス方言 
ヒダス方言の表記は基本的には標準語の表記法に従っている。ただし、ヒダス方言

には標準語にはない音があるので、字素を組み合わせて新しい文字を作って表記す

ることを試みている。 
また、アバール語の標準語の正書法には問題があるので、その部分は修正してあ

る。アバール語の標準語の正書法で最も大きな問題点は弱子音と強子音の区別であ

る。アバール語の子音には弱子音と強子音の区別があり、アバール語の正書法では

弱子音は子音字一字で表記するが、強子音は同じ子音字を二つ重ねて表記したり、

弱子音と同様に子音字一字で表記したりする。たとえば、弱子音 кに対する強子音を
ккで表記したり、кで表記したりする。一般に、引用形（辞書に出てくる形）のレベルで
弱子音と強子音の違いだけで意味が変わる場合には強子音を子音を重ねて表記する

傾向がある。それ以外では、多くの場合、強子音を子音一つで表記することが多い。し

かし、強子音を含むいくつかの語は対応する弱子音を持つ語が存在しなく、子音一つ

で表記しても意味を取り誤る可能性がないのに、強子音を子音を重ねて表記する。こ

れは慣用としか言いようがない。また、強子音を一般的には子音を重ねて表記し、重

ねないと違った意味に取られる語でも、ときどき強子音が子音一つで書かれていたり

する。このような問題が起きないようにヒダス方言のテキストでは強子音は常に子音を

二つ重ねて表記している。 
電子化したヒダス方言のテキストでは、現在、便宜的に cp1251を文字コードに用い
ている。この理由は、テキストの修正などのためにアバール語の母語話者とテキストの

やりとりを行っていることにある。最終的には、utf-8に変換を行う。 
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3. 電子化した資料 
3.1. 標準語 
電子化を行っている標準語の文献は次の 23冊の本である。 
 
[A-1] Айтберов, Т. (1996) ЦIоралъул аваразул рагъазул тарих, МахIачкъала. 
[A-2] Аль-Къарахи, МухIамад-ТIагьир (1994) Дагъистаналъул хвалчабазул 

паркъи, МахIачкъала: Юпитер. 
[A-3] ГъалбацIов, ГъазимухIамад (1994) ГанчIал, МахIачкъала: Дагестанское 

книжное издательство. 
[A-4] ГъалбацIов, ГъазимухIамад (1994) Аварагзаби, МахIачкъала: Истина. 
[A-5] ГIалиев, Муслим (1993) Сардилъ кьвагьи, МахIачкъала: Юпитер. 
[A-6] Дадаев, Юсуп (1998) АхIул гохI - дир рекIел бухIи, МахIачкъала: Юпитер. 
[A-7] Даганов, ГIабдула (1997) ГIадамал - дир цIваби, МахIачкъала. 
[A-8] Жаватханов, Наби-Гулла (1993) Бадиса бадибе, МахIачкъала: Юпитер. 
[A-9] МуртазагIалиева, ПатIимат (1995) Кулакасул яс, МахIачкъала: 

Дагестанское книжное издательство. 
[A-10] МухIамадов, Муса (1991) Горо-цIер балелде цебе, МахIачкъала: 

Дагестанское книжное издательство. 
[A-11] МухIамадова, Майсарат (1996) Огь, бихьинал, бихьинал, МахIачкъала: 

Юпитер. 
[A-12] МухIамадова, Сабигат (1992) Рокьи, МахIачкъала: Юпитер. 
[A-13] Расулов, ГIарип (1996) ГIадамалги рагIадалги, МахIачкъала: 

Дагестанское книжное издательство. 
[A-14] Расулов, КъурбангIаи (1997) БацIадисел, МахIачкъала. 
[A-15] Сурхаев, Мусалав (1990) Нух битIаги, МахIачкъала: Дагъучпедгиз. 
[A-16] Сурхаев, Мусалав (1994) Туснахъазда ГУЛАГалда, МахIачкъала: 

Юпитер. 
[A-17] Сурхаев, Мусалав (記載なし) Аварагасул халгIат, МахIачкъала: Юпитер. 
[A-18] ХIажиев, ХIусен (1995) Имам ХIамзат, МахIачкъала. 
[A-19] Шахтаманов, ГIумар-ХIажи (1994) Къарал гIор, МахIачкъала: 

Дагестанское книжное издательство. 
 
[B-1] ГIабдулаев, М. ГI., Г. И. Мадиева (1979) Авар мацI: 2 класс: ЦIали, 

грамматика, битIунхъвай ва калам цIебетIезаби, Махачкала: 
Дагучпедгиз. 

[B-2] Меджидова, Ч. М. (1991) Авар адабияталъул чирахъ, МахIачкъала: 
Дагъучпедгиз.  
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[B-3] Мухтаров, С., А. ХIамзатов, Ч. Меджидова (1991) Авар литература : 5 
класс, МахIачкъала: Дагъучпедгиз. 

[B-4] Раджабов, МухIамадгIали Гъамбулатович (1990) Эркенаб заманалда 
цIалиялъе тIехь : 4 класс, МахIачкъала: Дагъучпедгиз. 

 
A-1から A-19は一人の著者の本であり、一冊の本が一作品からなっているものも、
複数の作品が含まれているものもある。B-1から B-4は学校のアバール語に関する教
科書や副読本であり、複数の著者の作品が含まれている。それぞれの文献は一つづ

つのファイルに納めてある。全体で 100万語ほどである。テキストA-12, A-9, A-10の始
まりの部分をサンプルとして論文末にこの順番で載せている。 
このほかに、雑誌МагIарулайを 1号分、新聞ХIакъикъатを 1号分電子化している
が、全く試験的な段階にある。 

 
3.2. ヒダス方言 
ヒダス方言のテキストは先にも述べたようにヒダス方言の話者に依頼して作文しても

らったテキストであるが、一つの作品（話）を一つのファイルに納め、219のファイルから
成っている。全体で 10万語ほどである。テキストのサンプルを論文末に載せている。 
 
4. テキストへの注釈方法 
テキストへの注釈の方法としては XML(Extensible Markup Language)を採用した。

XMLを採用した最大の理由は、XMLがテキストを整形する方法のなかで最近最も使
われているためである。一般に利用されているコーパスのなかでは ANC(American 
National Corpus)がXMLを採用しているし、BNC(British National Corpus)もXML版を
追加しているところである 3。また、いろいろなジャンルのテキストをマークアップする方

法を標準化することを目指している TEI(Text Encoding Initiative)ももともとの SGML
（Standard Generalized Markup Language）版に XML版を追加している 4。 

XML文書とは、簡単に言うと、開始タグ<x>と終了タグ</x>（xは任意の文字列）で
囲まれた範囲に文字列あるいは別の開始タグと終了タグのペアが入っている文書であ

る 5。開始タグ<x>から終了タグ</x>までの範囲（開始タグと終了タグを含む）を要素
(element)x と呼び、開始タグ<x>と終了タグ</x>に挟まれた部分（開始タグと終了タグ
は含まない）を要素 xの内容(content)と呼ぶ。開始タグには<x y="z">（x、y、zは任意
の文字列）のように属性 y とその値 zのペアを複数個含めることができる。例を下に示
す。 

 
abc<element1 attribute1="value1">de</element1>fghi 
<element2 attribute2="value2" attribute3="value3">jk 
<element3>lm</element3>nop</element2>qr 
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この例はXMLで整形されたテキストの断片である。改行は意味を持たないので、無
視してよい。element1、element2、element3が要素の名前（タグ名ともよく呼ばれる）、
attribute1、attribute2、attribute3が属性、value1、value2、value3が属性の値である。要
素 element1は一つの属性とその値のペアを含んでいて、要素 element2は二つの属性
とその値のペアを含んでいるが、要素 element3は属性とその値のペアを含んでいない。
このように、要素は属性とその値のペアを含んでも、含まなくてもよい。element2の開
始タグと終了タグに挟まれた範囲に element3の開始タグと終了タグに挟まれた範囲が
含まれている。言い換えると、element2の内容には要素 element3が含まれている。 
このように XMLはテキストを階層的に整形することができる。XMLはホームページ
を作成するのに使われる HTML(Hyper Text Markup Language)に似ているので
HTMLを知っている人にはなじみやすいと思われる。HTMLは XMLの前身であると
言ってよい SGMLに基づいていて、XMLに基づく HTMLの後継である
XHTHL(Extensible Hyper Text Markup Language)も最近使用され始めている。XML
とHTMLの大きな違いとしてはHTMLではタグ名が限定されているのに対して、XML
では任意のタグ名を使うことができること、HTMLでは終了タグを省略することができる
のに対して、XMLでは終了タグを必ず書かなくてはならないことなどがあげられる。 

XMLは視覚的にわかりやすいことも重要である。研究を行いながら、テキストにいろ
いろな情報を注釈していくには、文書が視覚的にわかりやすいというのはとても重要な

ことである。 
XML文書の構造は DTDや XML スキーマなどを用いて規定することができる。筆
者は現在 DTDを用いて文書の構造を規定している。 
具体的には、次のような DTDである。 

 
<!ELEMENT book (head, body)> 

<!ELEMENT head (title, author, place, year, publisher)> 

<!ELEMENT title (#PCDATA)> 

<!ELEMENT author (#PCDATA)> 

<!ELEMENT place (#PCDATA)> 

<!ELEMENT year (#PCDATA)> 

<!ELEMENT publisher (#PCDATA)> 

<!ELEMENT body (part+|story+)> 

<!ELEMENT part (title, story+)> 

<!ELEMENT story (title, chapter+|(PARA|poem|LINE)+)> 

<!ELEMENT chapter (title, section+|(PARA|poem|LINE)+)> 

<!ELEMENT section (title, subsection+|(PARA|poem|LINE)+)> 

<!ELEMENT subsection (title, (PARA|poem|LINE)+)> 

<!ELEMENT PARA (SEN+)> 

45



<!ELEMENT SEN ((w|PUN|PAGE)+)> 

<!ELEMENT w (m+)> 

<!ELEMENT m (#PCDATA)> 

<!ELEMENT PUN (#PCDATA)> 

<!ELEMENT PAGE (#PCDATA)> 

<!ELEMENT poem (stanza+)> 

<!ELEMENT stanza (verse+)> 

<!ELEMENT verse ((w|PUN)*)> 

<!ELEMENT LINE (#PCDATA)> 

 
この DTDの意味する所は次節以下で述べることである。 

 
5. 標準語のテキストの構造と要素名 
5.1. 基本的な枠組み 

XML形式で注釈したアバール語の標準語のテキストは次のような構造をしている。
xは任意の字素、ハイフン、句読点、スペースを表す。 
 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 
<book> 
<head> 
<title>xxxxx</title> 
<author>xxxxx</author> 
<place>xxxxx</place> 
<year>xxxxx</year> 
<publisher>xxxxx</publisher> 
</head> 
<body> 
<part> 
<title>xxxxx</title> 
<story> 
<title>xxxxx</title> 
<chapter> 
<title>xxxxx</title> 
<section> 
<title>xxxxx</title> 
<subsection> 
<title>xxxxx</title> 
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xxxxxxxxxx 
</subsection> 
<subsection> 
<title>xxxxx</title> 
xxxxxxxxxx 
</subsection> 
</section> 
</chapter> 
</part> 
</body> 
</book> 

 
文書の最も上のレベルは開始タグ<book>で始まり終了タグ</book>で終わる要素

bookである。要素 bookの次のレベルは要素 head と要素 bodyからなる。開始タグ
<head>と終了タグ</head>の間に本についてのメタ情報が書かれていて、開始タグ
<body>と終了タグ</body>の間が本の本文である。 
要素 headは次の要素を並列的に含んでいる。 
 

1 title 題名 
2 author 著者名、編者名 
3 place 出版地 
4 year 出版年 
5 publisher 出版社 

 
表 3 文献の情報に関するタグ 

 
<title>と</title>の間に本の題名が入る。<author>と</author>の間に単著である文

献 A-1から A-19では著者の名前が、また、教科書等である文献 B-1から B-4ではい
ろいろな作家の作品をまとめた編者の名前が入る。そして、<place>と</place>の間に
は出版地、<year>と</year>の間に出版年、<publisher>と</publisher>の間に出版社の
名前が入る。 
要素 body より下のレベルは次のような階層になっている。 
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1 part 部 任意 
2 story 作品（話） 必須 
3 chapter 章 任意 
4 section 節 任意 
5 subsection 下位節 任意 

 
表 4 作品の枠組みに関するタグ 

 
<story>と</story>で挟まれた箇所が一つの作品（話）になる。要素 storyは必須要素
である。要素 partはいくつかの話をまとめるために使われ、<part>と</part>の間にはい
くつかの作品（話）が含まれる。一部が短編小説、二部が中編小説というように作品

（話）を分類するために使われている。要素 partは全ての文書で使われる必須要素で
はなく、任意であり、多くの文書では要素 bodyの下に直接的に要素 storyが来る。 
要素 chapterが storyの下に来る。この要素も任意であり、storyの下に直接文章が

始まることもある。chapterの下は sectionで、その下は subsectionである。sectionおよ
び subsectionも任意である。筆者が電子化した文献では subsectionの下を設定する必
要はなかった。subsectionは sectionの存在を前提とし、sectionは chapterの存在を前
提とする。すなわち、sectionがないのに subsectionがあることはないし、chapterがない
のに sectionがあることもない。 
問題となるのは chapterの存在である。章と節の区別は難しいことも多いので、抽象
的に考えると、chapterをなくして、sectionから始めて、以下は subsection、
subsubsection と頭に subを付けていった方がいいのかもしれないが、現段階では
chapterから始めている。 
いくつかの文献で * * * で章、節、下位節を二つの部分に分けている場合がある。

この場合、単に<LINE>* * *</LINE>として要素LINEを付けただけで、chapterを二つ
の sectionあるいは sectionを二つの subsectionに分けるというような方法も考えられる
が、そのような方法は採用しなかった。要素 LINEは下で述べる要素 PARAと同じレベ
ルになる。 
ここまでは、章、節といった本、作品（話）の枠組みに関するタグ付け（注釈）である。

このレベルまでのタグ付けは文献A-1からA-19、文献 B-1から B-4の全てに行ってい
る。これより下は、段落、文、語というようなレベルになるが、このようなレベルへのタグ

付けは一部の文献だけに実験的に行っている段階である。 
 
5.2. 文章へ注釈 
5.2.1. 要素 PARA：段落 
段落で問題になるのは、 — で始まる会話の部分である。アバール語の本では、段
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落の最初と — で始まる会話の最初は同じ幅で字下げされているので、区別すること
ができない。したがって、— で始まる会話の始まりも段落の開始とみなしている。 
実際にタグ<PARA>および</PARA>を入れている文献は A-8、А-9、A-11、A-12、

A-15 だけであるが、それ以外の文献では改行記号が段落の切れ目を示しているので、
簡単なプログラムを作って、残りの全文献にタグ<PARA>および</PARA>を自動的に
入れることができる。 

 
5.2.2. 要素 poem 
いくつかの文献は文章の中に詩を含んでいるものがある。詩の部分はタグ<poem>
と</poem>で囲んでいる。下に示すように、要素 poemは要素 PARA と同じレベルにし
てあり、詩は段落の中に含まれていない。 

 
<PARA>xxx</PARA> 
<PARA>xxx</PARA> 
<poem>xxx</poem> 
<PARA>xxx</PARA> 

 
poem以下の階層は次のようになる。 
 

1 poem 詩 
2 stanza 連 
3 verse 行 

 
表 5 詩へのタグ 

 
アバール語の詩は四行詩であり、四行が一連をなし、何連かが集まって一つの詩を

なしている。二連からなる詩だと次のようになる。 
 

<poem> 
<stanza> 
<verse>xxx</verse> 
<verse>xxx</verse> 
<verse>xxx</verse> 
<verse>xxx</verse> 
</stanza> 
<stanza> 
<verse>xxx</verse> 
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<verse>xxx</verse> 
<verse>xxx</verse> 
<verse>xxx</verse> 
</stanza> 
</poem> 

 
詩を含む全ての文献で詩の部分に関しては要素 verseのレベルまではタグ入れを
行っている。 

 
5.2.3. 要素 SEN：文 
要素 PARAの下のレベルは要素 SENであり、要素 SENは文を意味する。段落を文

に分けるのがテキストを自動的に構造化、注釈する上で最も問題になる。また、言語間

の差も大きいと考えられる。 
文に分けるときに問題になるのは、「誰々が何々と言った」というように会話を含む部

分で、何々の部分に複数の文が入っている場合に、どのように文を切るかということで

ある。Wを語とすると、次の(1-a)のような構造では(1-b)のように、また、(2-a)のような構
造では(2-b)のように文をそれぞれ二つに切っている。 

 
(1-a) — W W. W W — ян（「～と」） абуна（「言った」） W W. 
(1-b) <SEN>— W W.</SEN> 

<SEN>W W — ян абуна W W.</SEN> 
 
(2-a) W W абуна（「言った」）, — W W. W W — ян（「～と」）. 
(2-b) <SEN>W W абуна, — W W.</SEN> 

<SEN>W W — ян.</SEN> 
 
文をどのように切るべきかについては今後さらに検討を行う必要がある。 
要素 SENは文献は A-8、A-11、A-12にだけ入れている。また、要素 PARA まで入
れてある文献 A-9、A-15は一つの改行記号で文の切れ目を示すようにしてあり、文献
A-13、A-19は二つの改行記号で段落の切れ目を示し、一つの改行記号で文の切れ
目を示すようにしてあるので、これらの文献では簡単なプログラムを書いて、自動的に

タグ<SEN>および</SEN>を入れることができる。 
 
5.2.4. 要素 w、要素 PUN、要素 m 
要素 SENの下のレベルは要素 wおよび要素 PUNである。要素 verse下のレベル
も同様に要素 wおよび要素 PUNである。要素 w と要素 PUNは同じレベルにある。
要素wは字素とハイフンだけからなっていて、文の先頭、句読点、スペースではさまれ
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たものである。 
要素PUNは句読点に付けてある。句読点は、...や?!のように複数個並ぶ場合がある。
この場合、下の(1-b)、(2-b)のように複数個の句読点をまとめて要素 PUNを付けること
も考えられるが、下の(1-a)、(2-a)のように一つ一つの句読点に要素 PUNを付けてい
る。 

 
(1-a) <PUN>.</PUN><PUN>.</PUN><PUN>.</PUN> 
(1-b) <PUN>...</PUN> 
(2-a) <PUN>?</PUN><PUN>!</PUN> 
(2-b) <PUN>?!</PUN> 

 
要素 wおよび要素 PUNの例として、次の(1)に一つ下のレベルのタグを入れると(2)
のようになる。xは任意の字素である。 

 
(1) <SEN>xxx xxx, xxx-xxx xxx.</SEN> 
(2) <SEN><w>xxx</w> <w>xxx</w><PUN>,</PUN>  

<w>xxx-xxx</w> <w>xxx</w><PUN>.</PUN></SEN> 
 
要素 wの下のレベルは要素 mであり、要素 wは一つ以上の要素 mから成ってい
る。要素wが二つ以上の要素mから成っている場合、一番目の要素mが語彙的な意
味を持った部分で、二番目からの要素mは ги「も」、цин「さえ」、強調を表す гоなどの
語彙的な意味を持たない付属形式である。以後、語彙的な意味を持つ自立形式を自

立語と呼び、ги「も」、цин「さえ」、強調を表す гоなどを付属語と呼ぶことにする。要素
wのレベルを語と呼ぶべきか、要素 mのレベルを語と呼ぶべきかはいろいろと議論が
あると思われるが、ここでは問題にしない。また、付属語として自立語から切り離す部

分についてもある程度恣意的であり、格を表す変化語尾や時制を表す変化語尾など

は自立語の一部として切り離していない。こうした問題は今後十分に検討する必要が

ある。 
要素wおよび要素 PUNをプログラムを書いてタグを付けるのは簡単であるが、要素

wを要素mにプログラムを書いて分けるにはいくつかの関門がある。たとえば、берцин
は形容詞（短語尾形）あるいは副詞 берцин「美しい」、「美しく」である場合と名詞 бер
「目」と付属語 цин「さえ」の連続である場合があるので、下の(1)、(2)のように二つの区
切り方があり、これは文章の内容を理解しないと区別することができない。 

 
(1) <w><m>берцин</m></w> 
(2) <w><m>бер</m><m>цин</m></w> 
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5.2.5. 要素 PAGE 
要素 PAGEはページ番号を表す。要素 PAGEは要素 wおよび要素 PUN と同じレ
ベルに設定している。ページ内の最後の要素wか要素 PUNの後に PAGEタグを付け
てページ番号を示している。 

 
6. 要素 mに対する属性 
要素 mには品詞に関する情報をはじめいくつかの属性を付加している。ここでは、
そうした属性について説明する。 

 
6.1. 品詞 
品詞は属性 posを用いて示している。語を自立語と付属語に分けて説明する。付属
語とは前にも述べたように ги「～も」などのように自立語の後ろに付加して表記される
語である。自立語の品詞は次の表のように分けている。 

 
1 v 動詞 
2 n 名詞 
3 j 長語尾の形容詞 
4 js 短語尾の形容詞 
5 h кIваричIо 
6 b 副詞 
7 p 後置詞 
8 c 接続詞 
9 int 感嘆詞 
10 pn 代名詞 
11 refl 再帰代名詞 
12 rec 相互代名詞 
13 num 数詞 
14 week 曜日の名前 
15 eth 民族などの名前 
16 nv 動詞から派生した名詞 
17 nj 名詞として使われている長語尾の形容詞 
18 bj 副詞的に用いられている長語尾形容詞 
19 jn 名詞の属格に形容詞の長語尾の接辞を付けた形容詞 
20 jpn 代名詞の属格に形容詞の長語尾の接辞を付けた形容詞 

 
表 6 自立語における品詞 
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この品詞分類は筆者の研究上の関心によるものが大きい。共同利用する場合には、

いくつかの品詞を合流させ、別の属性を追加する必要があると考えられるが、属性を

複数個並べると視覚的にわかりにくくなるので、現段階では便宜的に品詞を細分して

いる。 
形容詞は長語尾形容詞 j と短語尾形容詞 jsに分けている。長語尾形容詞は、多く

の場合、短語尾形容詞に а=AM/я=AMをつけることによってできる。=AMおよび
=AM=、AM=は一致標識を意味する。アバール語の一致は男性(в)、女性(й)、非人間
(б)、複数(р, л)の四分類から成る。長語尾形容詞は名詞を修飾する用法と存在動詞
AM=укIине「ある、いる」とともに用いて述語としての用法を持っている。短語尾形容詞
は名詞を修飾する用法を持たず、存在動詞 AM=укIине とともに用いて述語としての
用法と гьа=AM=изе「する、作る」とともに用いて「～を～にする」という意味を表す用法
とを持っている。 
品詞 hには кIваричIо「必要ない」だけが入る。この語は変化のパターンから動詞と
も形容詞と分類できず、一つの語彙項目で一つのグループをなしている。 
品詞 ethには гIурус「ロシア」、немец「ドイツ」、гIараб「アラブ」、турк「トルコ」、

гуржи「グルジア」、чачан「チェチェン」、лъарагI「クムイク」、дарги「ダルギ」、лезги「レ
ズギ」などが含まれる。これらは、そのままの形で下の(1-a)、(2-a)のように мацI「言語」、
гIедму「文化」などいろいろな名詞を修飾することができる。(1-a)、(2-a)はそれぞれ
(1-b)、(2-b)のようなタグが付けてある。 

 
(1-a) гIурус мацI 
(1-b) <w><m pos="eth">гIурус</m></w> <w><m pos="n">мацI</m></w> 

 
(2-a) гIараб гIедму 
(2-b) <w><m pos="eth">гIараб</m></w> <w><m pos="n">гIедму</m></w> 
 
品詞 nvは動詞から派生した名詞である。たとえば、動詞 хIалтIизе「働く」から派生し

た хIалтIи「仕事」などである。 
品詞 njは名詞として使われている形容詞を表す。アバール語ではいろいろな形容
詞を名詞として使うことができる。たとえば、形容詞 берцина=AM「美しい」を「美しい
人」、「美しいもの」のように名詞として使うことができる。アバール語の形容詞は名詞を

修飾している場合には格変化をしないが、名詞として使われている形容詞は格変化を

する。берцинай ясалъは形容詞 берцина=AM「美しい」の女性形 берцинайに яс「女
の子」の能格形 ясалъが続いているが、形容詞は修飾している名詞の格を引き継いで
いない。形容詞 берцина=AM「美しい」を「美しい女性」という意味で用いると
берциналъ というように能格の形を取れるようになる。 
品詞 bjは副詞的に用いられている形容詞である。たとえば、形容詞 дагьа=AM「少
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しの」の絶対格形 дагьа=AMあるいは能格形 дагьалъを副詞的に使うことができる。 
品詞 jnは名詞の属格に形容詞の長語尾の接辞 а=AMを付けた形容詞である。たと
えば、рагъ「戦争」の属格 рагъулに а=AMがついて рагъула=AMができる。属格
рагъул とそれに а=AMがついた рагъула=AMの基本的な意味は同じであるが、分布
に違いがある。 
品詞 jpnは人称代名詞の属格に形容詞の長語尾の接辞 а=AMを付けた形容詞で

ある。たとえば、дун「私」の属格 дирに а=AMがついて дира=AMができる。属格 дир
とそれに а=AMがついた дира=AMの基本的な意味も同じであるが、分布に違いがあ
る。 
付属語の品詞分類は次の通りである。 
 

1 etc 
2 quot 
3 z 
4 start 
5 end 
6 time 
7 compar 

 
表 7 付属語における品詞 

 
付属語の品詞分類も筆者の関心を強く反映している恣意的なもの、そして便宜的な

ものになっている。2-7の品詞に分類した付属語の余りを1の品詞 etcに分類している。
品詞 etcには ги「も」、цин「さえ」、強調を表す гоをはじめ 20を超える付属語が含まれ
る。 
品詞 quotには会話を引用する標識であり、日本語の「～と言った」の「と」に対応す
る ан/ян, (й)ин, (й)иланが含まれる。 
品詞 zは疑問文の従属節を閉める標識である али/ялиだけからなる。 
品詞 startは алдаса/ялдаса「から」だけである。時間を表す副詞などについて開始時

間を表す。たとえば、副詞 гьанже「今」に ялдаса「から」が付いて гьанжеялдаса「今か
ら」ができる。 
品詞 endは алде/ялде「まで」だけである。時間を表す副詞などについて終了時間を

示す。たとえば、副詞 метер「明日」に алде「まで」が付いて метералде「明日まで」がで
きる。 
品詞 timeは алда/ялдаだけである。数字について「～時に」を表す。たとえば、次の

(1-a)は сагIат「時間＜絶対格＞」と цо「1」に ялдаが付いた цоялдаからなっている。
(1-a)にタグを付けると(1-b)のようになる。 
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(1-a) сагIат цоялда「一時に」 
(1-b) <w><m pos="n">сагIат</m></w> <w><m pos="num">цо</m><m 

pos="time">ялда</m></w> 
 
品詞 comparは алдаса/ялдаса「より」だけである。副詞や名詞の能格、与格などの変
化形などについて比較の対象を表す。たとえば、副詞 цебе「前」に ялдаса「より」が付
いて цебеялдаса「前より」ができる。 
文献 A-8, A-11, A-12では、全ての要素 mに品詞に関する属性を入れてある。ただ
し、現在行っている作業を効率よくするため、次の(1-a)を(1-b)に(2-a)を(2-b)にというよ
うに、全ての要素 mを品詞属性の値に変えた状態にしてある。全ての要素 mに品詞
属性を入れると視覚的にわかりにくくなるためである。 
 

(1-a)<m pos="n">xxx</m> 
(1-b)<n>xxx</n> 

 
(2-a)<m pos="v">xxx</m> 
(2-b)<v>xxx</v> 

 
もちろん、最終的には、元の状態へもどすことになる。 

 
6.2. 誤植などの誤りへの対処 
誤植などの誤りがある場合には、タグ<m>に correct属性と org属性を付けて示して
いる。たとえば、тIоцебесеб「最初の」とあるべきところに тIецебесеб とある場合、下のよ
うな注釈がつけてある。 

 
<m correct="y" org="тIецебесеб@">тIоцебесеб</m> 
 
correct属性の値は常に yであり、org属性の値は誤りの後に@を付けたものである。

@は XML形式を考慮しない形で単純ながら高速の検索をするためにつけているメタ
記号である。 
句読点の誤りは注釈なしに訂正してある。たとえば、xxx, xxx とあるべきところに

xxx ,xxxのようにコンマとスペースが反対になっているような誤りがあるが、このような誤
りは訂正しているだけで、訂正したことを示す注釈は入れていない。また、xxx-xxx とい
うハイフン入りの語の代わりに xxx — xxx というように、ハイフンがスペース、句読点用
の横棒、スペースという連続になっている場合があるが、この場合も単に誤りを訂正し

ただけで、訂正したことを示す注釈を入れていない。 
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誤りではないが、行末の単語を割るために使われているハイフンは注釈なして消去

している。これについては、注釈の必要性を検討している最中である。 
 
6.3. 引用形 
一つの語彙項目が格や時制などによっていくつかの変化形として実現するわけで

あるが、一つの語（語形）が複数個の語彙項目の変化形であることがある。この場合、

属性 baseを用いて引用形（辞書で現れる形）を示すことを目指している。引用形は名
詞では単数・絶対格形であり、動詞では不定形である。引用形は次のようにタグ<m>
に base属性を付けて示している。 

 
<m base="xxx@">xxx</m> 
 
base属性の値は引用形の後に@を付けたものである。@は前に述べた org属性の
場合と同様にXML形式を考慮しない形で単純ながら高速の検索をするためにつけて
いるメタ記号である。 
たとえば、動詞 AM=ахъизе「はずす」と AM=ахъине「立つ」の過去形はともに

бахъана となるので次の(1)と(2)のようになる可能性がある。 
 
(1) <m base="AM=ахъизе@">бахъана</m> 
(2) <m base="AM=ахъине@">бахъана</m> 
 
現段階で属性 baseを付けるのに取り組んでいるのは八組の動詞と一組の名詞だけ
である。 
次の表の動詞の組は不定形では違う語形であるが、一部の変化形で同じ語形にな

るので区別が必要である。この 8組の区別を文献 A-8, A-11, A-12および文献 A-9, 
A-13, A-15, A-19において完全ではないが行っている。 

 
1 AM=ахъизе AM=ахъине 
2 AM=елъизе AM=елъине 
3 AM=илълъизе AM=илълъине 
4 AM=иччизе AM=иччазе 
5 къине къазе 
6 цIезе цIузе 
7 ккезе кквезе 
8 гьа=AM=изе гьаризе 

 
表 8 区別する動詞の組 

56



 
アバール語の動詞は語幹と時制などを表す変化語尾からなる。不定形の変化語尾

は動詞によって-изе, -ине, -езе, -ене, -зеなどがあるが、不定形の変化語尾によって他
の変化語尾の形が違ってくる。 

AM=ахъизе「はずす」と AM=ахъине「立つ」は語幹が同じであるが不定詞の変化語
尾が違っている。過去形はともに AM=ахъана となり、それ以外もいくつかの変化形で
同じ形になる。AM=елъизе「笑う」と AM=елъине「塗る」も同様で過去形 AM=елъана
の他いくつかの変化形で同じ形になる。AM=илълъизе「小便する」と AM=илълъине
「歩く」も同様で過去形 AM=илълъанаの他いくつかの変化形で同じ形になる。 

AM=иччизе「ぬれる」と AM=иччазе「放つ」は過去形がともに AM=иччанаになる他
いくつかの変化形で同じ形になる。 
къине「枯れる」と къазе「閉じる」も過去形がともに къанаになる他いくつかの変化形
で同じ形になる。 
цIезе「満たす」と цIузе「濾す」も過去形がともに цIунаになる他いくつかの変化形で
同じ形になる。 
ккезе「起こる」と кквезе「つかむ」は現在形がともに кколаになり、その他のいくつか
の変化形でも同じ形となる。кквезеのように子音の後にвがついていると前の子音が円
唇であることを表す。кквезеのように語幹の最後の子音が円唇である語は変化語尾の
最初の音が y[u]や о[o]などの円唇母音であると ккезеのように語幹の最後の子音が円
唇でない語の変化形と区別がつかなくなる。 
гьа=AM=изе「する、作る」は一致標識を含んでいるが、一致標識が非人間である場
合不定形が гьаризе となり гьаризе「頼む」の不定形と同じになる。他の多くの変化形で
も同じ語形になる。 
これ以外にも不定形以外の変化形で語形が同じになる動詞の組は少数ながら存在

する。 
名詞で区別を行っているのは名詞 жал「たてがみ」と名詞 жо「もの」の区別である。

жалという語形は名詞жал「たてがみ」の単数・絶対格形である場合と名詞жо「もの」の
複数・絶対格形である場合がある。また、再帰代名詞 жи=AM「自分」の複数・絶対格
形である場合もある。不定形で違う形を取る名詞で一部の変化形で同じ形になるもの

もこの他に多少ながら存在する。 
ここまでが base属性を付加することを取り組んでいる語彙項目であり、以後はこれか
らの課題である。 
同じ語の違う変化形が同じ形になることがある。たとえば、малал という語形は名詞

мал「足」の単数・属格形である場合と複数・絶対格形がある。同様に、тIулал という語
形は名詞 тIул「肝臓」の単数・属格形である場合と複数・絶対格形がある。単数・属格
形と複数・絶対格形が同じ形である名詞はそれほどないが、最低でも 20語ぐらいはあ
る。 
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変化形の一部が同じ形になる語彙項目の組は品詞が違う場合もある。たとえば、

бакIалという語形は名詞 бакI「場所」の複数・絶対格形である場合と形容詞 бакIа=AM
「重い」の複数形である場合とがある。 
また、лъарал という語形は名詞 лъар「川」の単数・属格形である場合と名詞 лъар
「川」の複数・絶対格形である場合と動詞 лъазе「知っている」の形容詞的分詞・過去・
複数形である場合がある。 

base属性を完全に付与するためには、同じ語形を持つ語彙項目を網羅的に調査す
る必要性を感じている。 
 
6.4. その他の属性 
上で述べた以外に研究の関心からもいろいろな属性を付与しているが、どれも試験

的なものであるので、ここでの説明は行わないことにする。 
 
7. ヒダス方言のテキストの構造 
ヒダス方言のテキストは現在も母語話者とのやりとりを行い、修正、改良を行っている

段階にある。これは、筆者がヒダス方言について研究を始めたばかりで、全体的によく

理解できていないことと関係する。 
こうした段階にあるので、テキストへのタグに関してはタイトルなどにタグを入れてい

るぐらいである。ただし、段落の切れ目は改行記号二つで示している。 
テキストにはテキストの作成者などの情報は入れてなく、別のファイルにそれぞれの

作品（話）の名前、執筆者名、執筆年、ファイル名をリストアップしている。 
ある段階で標準語のテキストと同じ構造でタグを入れ、XML文書にする。 

 
8. おわりに 
以上述べてきたような形で、アバール語の標準語とヒダス方言のテキストの電子化を

行ってきた。最初にテキストの電子化を始めたとき、また、段落より下のレベルのタグを

入れ始め、品詞などの属性を入れ始めた時に考えていたよりも遙かに時間がかかる作

業であった。今後、さらに徹底したタグ入れを行うとともにいろいろな問題点に取り組ん

でいきたい。また、標準語のテキストは電子化する段階で写し誤った箇所がまだたくさ

ん残っているので、タグを入れながら、訂正を行っていく。 
 
 
注 
 
1. 本稿ではアバール語の文法について説明しないので、アバール語の標準語に興
味のある方には Alekseev & Ataev(1997)、Madieva(1980)が参考になる。残念なが
ら、日本語、英語で読めるものは存在しない。また、アバール語の諸方言について
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はMikailov(1959)が参考になる。 
2. ユニコード(Unicode)につていの公式の情報はサイト[1]で得ることができる。 
3. ANCとBNCについての公式の情報はそれぞれサイト[2]とサイト[3]で得ることができ
る。 

4. TEIについての公式の情報はサイト[4]で得ることができる。TEIの紹介は Ide & Jean 
(ed.)(1995)にある。 

5. XMLについての公式の情報はサイト[5]で得ることができる。また、XMLの基礎に
ついては中山、奥井（編著）(2001)などで学ぶことができる。 
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標準語のテキストのサンプル 
 以下のテキストで¶は改行記号を表す。 
 
例 1 : A-12 
 
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>¶ 
<book>¶ 
<head>¶ 
<title>Рокьи</title>¶ 
<author>Сабигат МухІамадова</author>¶ 
<place>МахІачкъала</place>¶ 
<year>1992</year>¶ 
<publisher>Юпитер</publisher>¶ 
</head>¶ 
<body>¶ 
<story>¶ 
<title>АХИРИСЕБ ДАНДЧІВАЙ</title>¶ 
<PARA>¶ 
<SEN>¶ 
<w><n>Заман</n></w> <w><v>щвелалде</v><etc>го</etc></w> 
<w><v>херлъарай</v></w> 
<w><n>ХІабибат</n></w><PUN>,</PUN><w><j>бакІаб</j></w> 
<w><n>сумка</n><etc>ги</etc></w> 
<w><v>босун</v></w><PUN>,</PUN><w><n>больницаялъул</n></w> 
<w><n>кІалтІе</n></w> <w><v>щвана</v></w><PUN>.</PUN>¶ 
</SEN>¶ 
<SEN>¶ 
<w><b>Гьениб</b></w> <w><num>цо</num></w> <w><n>гъутІбузда</n></w> 
<w><p>гъоркь</p></w> <w><j>халатаб</j></w> <w><n>бакІида</n></w> 
<w><b>гІодой</b></w> <w><v>чІана</v></w><PUN>.</PUN>¶ 
</SEN>¶ 
<SEN>¶ 
<w><j>ГІемерал</j></w> <w><n>пикраби</n></w> <w><v>рукІана</v></w> 
<w><pn>гьалъул</pn></w> <w><n>ботІролъ</n></w> <w><v 
meaning="n">хенелел</v></w><PUN>.</PUN>¶ 
</SEN>¶ 
<SEN>¶ 
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<PUN>«</PUN><w><b>ГьадигІан</b><etc>го</etc></w> 
<w><j>захІматаб</j></w> <w><n>иш</n><etc>ищ</etc><etc>ха</etc></w> 
<w><v>унтарав</v></w> <w><n>чиясде</n></w> <w><v 
check="y">яккизе</v></w> 
<w><v>ин</v></w><PUN>?</PUN><PUN>»</PUN><w><v>абун</v></w> 
<w><refl>жинца</refl><etc>го</etc></w> 
<w><refl>жиндие</refl><etc>го</etc></w> <w><n>суал</n></w> 
<w><v>кьолеб</v></w> <w><v>букІана</v></w> 
<w><pn>гьелъ</pn></w><PUN>...</PUN>¶ 
</SEN>¶ 
</PARA>¶ 
<PARA>¶ 
<SEN>¶ 
<w><n>РакІалде</n></w> <w><v>щвана</v></w> <w><j>рикІкІадесеб</j></w> 
<w><n>инсул</n></w> <w><n>росу</n></w><PUN>.</PUN>¶ 
</SEN>¶ 
<SEN>¶ 
<w><b>Кида</b><etc>дай</etc></w> <w><n>ХІабиб</n></w> 
<w><n>рокъове</n></w> <w><v>вачІилеван</v></w> <w><n>нухда</n></w> 
<w><n>берал</n><etc>ги</etc></w> 
<w><v>лъун</v></w><PUN>,</PUN><w><n>рагъида</n></w> 
<w><b>гІодой</b></w> <w><v>чІун</v></w> <w><v>йигей</v></w> 
<w><refl>жий</refl><etc>го</etc></w><PUN>.</PUN>¶ 
</SEN>¶ 
<SEN>¶ 
<w><refl>Жиб</refl><etc>го</etc></w> <w><n>лъимадул</n></w> 
<w><etc>гІадин</etc></w> <w><v>хІакъдулеб</v></w> 
<w><v>букІараб</v></w> <w><n>ракІ</n></w><PUN>.</PUN>¶ 
</SEN>¶ 
</PARA>¶ 
<PARA>¶ 
<SEN>¶ 
<w><j>ТІокІаб</j></w> <w><n>гІумруялъ</n></w> 
<w><n>жо</n><etc>го</etc></w> <w><v>букІинчІеб</v></w> 
<w><etc>гІадин</etc></w><PUN>,</PUN><w><pn>гьеб</pn></w> 
<w><v>щолаан</v></w> <w><n>ракІалде</n></w><PUN>.</PUN>¶ 
</SEN>¶ 
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例 2 : A-9 
 
<?xml version="1.0" encoding=" utf-8"?>¶ 
<book>¶ 
<head>¶ 
<title>КУЛАКАСУЛ ЯС</title>¶ 
<author>ПатІимат МуртазагІалиева</author>¶ 
<place>МахІачкъала</place>¶ 
<year>1995</year>¶ 
<publisher>Дагестанское книжное издательство</publisher>¶ 
</head>¶ 
<body>¶ 
<part>¶ 
<title>КЪИСАБИ</title>¶ 
<story>¶ 
<title>КУЛАКАСУЛ ЯС</title>¶ 
<chapter>¶ 
<title>СУАЛ</title>¶ 
<PARA>¶ 
Рогьалилъго росулъа къватІиреги <m pos="v" base="AM=ахъине@">рахъун</m>, 
магъилъа эхере унел рукІана ГІумарги ПатІинаги.¶ 
Росги лъадиги гІедегІун рукІана колхозалъ жидеего бикьун кьураб хурул 
бутІаялде, гІемераб букІиндалха гьениб хІалтІи.¶ 
ГІадибалил тухумалъул букІараб хуралде гІагарлъараб мехалда ПатІина лъалхъана, 
цо щибалиго кІвар бугеб жо ракІалде щвараб гІадин.¶ 
</PARA>¶ 
<PARA>¶ 
̶ Гьа, кие балагьарай?¶ 
Щиб бихьулеб бугеб? — ан цІехана ГІумарица.¶ 
</PARA>¶ 
<PARA>¶ 
̶ ГІумар, нолъ-къаси гьагъаб гьобоялъул тІохдасан беролеб букІараб кІкІуй 
бихьизе лъикІан дуда...¶ 
</PARA>¶ 
<PARA>¶ 
̶ Цо-цо гІадалал <m pos="n" base="жо">жал</m><m pos="etc">ги</m> рицуна 
дуца.¶ 
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НекІого рехун тараб гьобоги гьединабго хурги!¶ 
Щив гІабдал унев гъоба цІа бакизе?¶ 
Гьа-гьа-гьа!¶ 
Макьилъ бихьун батила!¶ 
ЧІанда цІалкІичІого дурго нухда <m pos="v" 
base="AM=илълъине@">йилълъа</m>!¶ 
</PARA>¶ 
<PARA>¶ 
̶ Дир махсаро гуро!¶ 
Макьилъ бихьичІо, хІакълъун кІкІуй беролеб букІана.¶ 
Тамаша-гІаламат, гьобо гьададинго буго.¶ 
Дидани <m pos="v" base="ккезе@">ккун</m> букІана гьаниб цІа <m pos="v" 
base="ккезе@">ккун</m> батилилан.¶ 
<m pos="v" base="AM=илълъине@">Рилълъая</m> цо балагьизе...¶ 
</PARA>¶ 
<PARA>¶ 
Заман гьечІеб мехалда къваригІел гьечІеб иш батарай лъадуде 
рекІелъготултудилев вукІаниги, гьелда хадув къокъана ГІумар.¶ 
Гьабирокъобе нух къан батидал гьевги тамашалъана.¶ 
ГІумарие захІмат букІинчІо гьенир лъурал ганчІалги басралъарал хъарщалги 
нахъе рехизе.¶ 
Нухги гьабун жаниве лъугьарав рос тІун кьергун нахъе-нахъе къан вачІараб 
мехалда хІинкъана ПатІинаги.¶ 
</PARA>¶ 
<PARA>¶ 
̶ Доя... доя чІужугІадан йиго... хварай лъаларо, чІварай лъаларо, — ян абуна гьес, 
бабадулаго мацІ гун.¶ 
</PARA>¶ 
<PARA>¶ 
КигІан мухІканго балагьаниги, я ГІумарида я ПатІинада лъачІо хварай кІодо 
щияли.¶ 
КигІан ургъаниги бичІчІичІо щай гьей рехун тараб гьабихъе ккараяли.¶ 
ЧІванищ, унтунищ гьей хун йигеяли.¶ 
</PARA>¶ 
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例 3 : A-10 
 
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>¶ 
<book>¶ 
<head>¶ 
<title>Горо-цІер балелде цебе</title>¶ 
<author>Муса МухІамадов</author>¶ 
<place>МахІачкъала</place>¶ 
<year>1991</year>¶ 
<publisher>Дагестанское книжное издательство</publisher>¶ 
</head>¶ 
<body>¶ 
<chapter>¶ 
<title>БАЙБИХЬИ</title>¶ 
<section>¶ 
<title>1</title>¶ 
ГІатІидаб горда нахъа, гІисинал гьакал гъоркь рараб бакІида хъувухъун гІодов 
чІун вукІана Хъазами. ГІолохъанаб мехалъ гІанабазул тІогьаздегицин рагІадги 
рехизабун, хуч-хучун рукІарал халатал тІелхалги хІулун, тІамах гъараб гъотІода 
хутІарал цІорорал пихъил гарал гІадин, гІунун ругел гьесул чІахІиял берал 
чІваркьун рагьдухъе ралагьун ругоан. Цодагьаб цебеги теретлъун хьвагІулел 
рукІарал гІазул гарал гьанже, гьава кьваранагІан гІедерлъун, цІвабзазул суратги 
лъугьун божигун роржунел рукІана. Ракьалде щвейдал щулаго цоцалъ хурхун 
чІолел ругоан гьел; жеги-харги гІодосан чІвалеб хинлъиялъ жалго хваниги, дол 
хадур рачІунел чІаго хутІизе гІоло.¶ 
― Цо гІакъилаб кІалалъ гІадада абун гьечІо, цебесеб гІел хадур гІолезе 
гІумруялде лъураб кьолъун букІунилан, ― угьун биччана Хьазамица, мугъзакь 
лъураб хъупил къандалъоги битІа-бишизабулаго. Гьадал гІазул хІулабазул 
хІакъикъаталъ хІикмалъизавун вукІана гьев. Гьеб хІикматалъ рижизарурал 
пикрабаз заманаялъ къинабуна ахІанжеги гьасул рекІел рикІкІада хутІараб 
бахІарлъиялда хадуб бугеб угьди. ― ГІадамазулали щай букІунареб. гІисинал 
рухІчІаголъаби ― цІунцІрабазулгицин буго гьеб багьадураб хасият. Жидерго 
нухда бахине кІолареб «кІкІал», «хъитІ» яги кІибекараб гъотІол гІаркьелалъ 
лъугьинабураб квалквал цебе батарабго, цоцалъе рутІбиги риччан регун кьо 
гьабун чІола гьел, цойгидаб жидерго гьалмагълъи тІасан ун бахъинегІан. КигІан 
кІудияб бакІлъи тІаде кканиги тІезе толаро гьез гьеб кьо.¶ 
― Гьал тІадагьал, цохІо пуни гьородахъ унел гІазул хІулабазулги хІалкІолъи 
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бихьуларищ? ― илан хьвагІезабуна Хъазамица надалдегІанисан гІебаб, 
тІоноцІиса бегІерал, гъванщида хутІарал халатал расалги кІиго-лъабго свери 
гьабун тІаде рачун, тІубан хІулун, гьечIеблъи бахчизе хІаракат бахъулеб бетІер. ― 
Балагье дудаго гъозухъ! Цоцалъе гъежги биччан гъат гьабун регулел руго, 
гьородаги гьагъаб ракьалдасан чІвалеб хинлъиялдаги дандечІезе къуват гьеб 
цолъиялъулъ букІин бичІчІулеб гІадин. Доле чІухІараб парпаригун гьаваялдасан 
роржун рачІун батІаго [[3]] рештІунел цо-цо гІазул гарал, сапнал полпал гІадин, 
рихъунгн ун, хъахІаб куц-мохъги тІагІун, лъадал тІирабаздеги руссун холел 
руго...¶ 
Циндаго бахъараб нуцІил цІурмил гьаракьалъ гьоркьор къотІизаруна Хъазамил 
пикраби. ГьебсагІатго «Хъартилги» бахъана хІапи. НуцІихъе бортилелде, цин 
тІепизеги гьабун Хъазамихъ балагьана, рукъалъул букІнида жиндирго бакІалда, 
басрияб тІансаялда тІад кІусун букІараб гьеб. «Дур гьаниб щибго хІажат 
гьечІилан хІапдон нахъейищ къотІилев гьобол яги къабулищ гьавилев? Дун дур 
буюрухъалъухъ балагьун буго», ― ян гьикъулеб букІана залимаб черхалъул, 
чІегІераб тІомалъул, гьаб рукъоб къоял гурел, сонал рараб, гьединлъидал 
гьалъул хважаинзабазул хасият лъикІ лъалеб гьойдуца Хъазамида.¶ 
― Огь! Подхалим! Загьидат рукъой йигеб мехалъ хІелхІедулароан мун букІараб 
дие гьедин! ― илан, гьелъул рагъа-ракариялъулъ жиндирго гІамалалъул рагІадги 
бихьун, рокьукъго валагьана Хъазами «Хъартихъ». ― ЛъикІавги квешавги чи 
рагьдухъе щолаго ватІа гьавизе гьунар букІана дур цебе. Гьанже тІехІун буго 
дурги цІодорлъи, ― ян, гІемерисеб мехалъ жиндиего тахлъун бугеб, тамахаб 
бакІги гиризабулаго жанахІалъувехун нух босана гьес. «ЩивгІагидай 
гІага-божаразцин рехун тарав дихъе вачІунев вуго? Цосинав вагъа-вакаризе гьунар 
гьечІев дунгоги, дир къоялде ккечІониги, тату хвараб гьойги гурони рукъор 
гьечІеллъиги лъан вачІунев цІогьорцин вугодай?».¶ 
Хъазамил лъади туристазул къукъагун цадахъ Грециялде аралдаса анцІабго къо 
букІана. «Ралъадалги рахун, гьаваги къотІун, гьединал халатал сапаразде яхъунеб, 
къуват гьечІин дур», ― илан абиялъул чІечІо. «БахІараб мехалъ мунги арав 
батІиял улкабазде. Диеги бокьун буго дунялги, бихьизе, дагьабниги гьогьенги 
чІвазе», ― ян: абуна гьелъ.¶ 
― Гьогьен чІвазе бокьани, дурго росулъе КІуситІе а, яги дир лъимерлъи араб 
КьуртІаколое къокъа. Эбел-инсул хабазухъеги щвезе, цебе кІочон тараб магІарул 
ракьалъул махІги сунтІизе, рекІелъе сабруги рещтІунеб, черхги чІаголъулеб куц 
бихьизе, ― ян абуна хадуб Хъазамица.¶ 
― Эбел-инсул хабзалахъеяли хадуй щвелин, цин Одиссейил улка бихьизе бокьун 
буго, ― ян, йиго гьеб мехалъги жаваб кьолей.¶ 
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ヒダス方言のテキストのサンプル 

 

<title>Билкъисги къурачги.</ title > 
¶ 
Со Къурачмамо цIар буго чияссе ячумо ягIана гьессе йокьумо, эбел-энссол 
щуго-анлълъго васаза гьокьо сохIо йиге Билкъисмамо цIар буге яс. Гьелълъеги 
бокьумо бугIумо бугоха гьессе эне. Билкъисги ячумо Къурач шагьаралълъе ана, 
гьени хIалтIинаги вагIана. Гьел сосазе къиматаа, цIакъ лълъикI гIумро гьуна 
рагIана. Гьедин данде руссумо гьезе кIиго васги гьувуна. Со заманаяассан бугI`аб 
хасият бегьина гьесул чорхолълъе, мукилдале байбихьина. Садаха къутIире 
рахумо гьудулзабигимо гьев гвердена вугонидин кьIаде йитIумо гьез`э Билкъис 
балале йегьина йигIумо гьео. Рукъе щварамалълъа хабар гьубуна бугIумо буго. Со 
пуланаб къоялъ Къурачил эбел ГIунайзат егьина росулълъа шагьаралълъе. Эбелги 
ячумо Къурач ана зияраталълъ.¶ 
¶ 
Гьел нах руссина заман Билкъисида лъана багIанаро. Билкъис Къурачги эмо 
хIалкъамо теого гьелъухе регьина мадугьалзаби. Гьезе Билкъисид гьоболлъи 
гьубуна, гIодо чIемо хабар-кIалаа рагIана. Гьел киналго гьалбал наха мехх щвемо 
бугомамо рукъи-рукъире ана.¶ 
¶ 
Билкъисид мадугьал ГIумар гьени чIчIеле гьуна лъималаз хIвеле гьубураб 
магнитафон къачIале мамо. Гьеб къачIана гьев вагIараго нуцIцIада кIутIина.  
Билкъис йиххумо хутIина, гьав щодай нахамалъа ваино гьоболмамо. НуццIида 
наху-нахуги кIутIкIутIина. Билкъис хIинкъараго нуцIцIа ричIле ана. НуцIцIа 
ричIараасаго жане вегьинаха цIакъ ссин бохумо Къурач. Къурач вегьараасаго 
эхIделе байбихьина: «Що гьани вуго? Щогимо мун йиге?». Билкъис: «ЭхIдего! 
Що гьани вугIнахо, нилъер мадугьал вугоха!». Мадугьал дун рукъи гьеамалъа 
гьане щиле вегьумо вугомамоги абумо Къурачид ГIумариэ нус бахина. ХIинкъумо 
Билкъисид гьаркьал ращана. Гьел гьаркьал рагIумо мадугьаллъи бегьина,ва 
Къурачиха нус нахе босина. Билкъисид Къурачида бичIчIле гьубуна багIана 
ГIумар магнитафон къачIана вагIаралъи. ЦIакъ ссин бохумо вуго Къурач 
Билкъисид абураб жоялъухги гIенехь`ого къамо рукьги хьумо ячумо гьей 
машинада жано кIусле гьуна, дилъа мун дурго эбел-энссодаги вассалаздаги ссе 
щвелулаха йигомамо. Къурачиасса гIемер хIинкъиялъ Билкъисид бугIумо бугоха 
богорукъиса бахчумо басумо нус кодохьумо. Машинаа анаго гьубуле жо кьIахуре 
Билкъисид нус жидерго чохIолъ къале гьубуна. Билкъис лукъарамалълъа 
Къурачид хIвеладаймамо хIинкъумо гьей балнисаялъе ячина.¶ 
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¶ 
Гьеб кинабго хабар лъарамалълъа Билкъисил эбел-энссод гьей ругъун 
сахлълегIанги теого росулъе ячина, Къурачидаги абина кьIокIа мун гьай йехIина 
бакIалълъухе къагомамо. Гьедин гьез лъалуниги Къурач Билкъисихеги эмо кьIасса 
лълъвамамо гьердена вагIана, рукъе йегьемамо абина багIана. КигIан абуниги 
Билкъис разилъинаро. Билкъис разилъ`амалълъа Къурачид лъимал нахе рачина, ва 
Билкъисихе ращанаро. Лъимал жедеассаго ракьIалъи Билкъисе цIакъ захIмалъина. 
Гьедин ана ункъо-щуго моцI. Гьокьо-гьокьо лъималазухе шагьаралълъе ана ягIана 
Билкъисги. Билкъисе гьакъделего Къурачил эбел-энссод гьессе росулълъа соги 
чIчIужо абумо ягIана, амма Къурач разилъинаро. Рукъи чIчIемо хIал къана 
бугIумо Билкъисги хIалтIоэ лълъвана. Гьелъул цIияб гIумро байбихьина, гIемерал 
гьудулзаби рагIана. Гьедин ана моцIцIалги рагIана. ЦIакъ ракI бащаре, берсине 
Билкъис хIалтIоаги киназего йокьина.¶ 
¶ 
Со пуланаб къоялъ гьелълъа садах хIалтIино вас гьей гьарле Билкъисил энссохе 
ана. ХIалтIоасса щвараго Билкъисида бисина энссод, нужер бухгалтер ХIажи 
вегьумо вагIа мун гьарле мамо. Билкъисид абина энссода, дир лъималги темо дун 
кьIокIа чиясе анорола мамо. Гьедиамо бакьIа-бакьIад гIумро гьубуле 
Билкъисидаги Къурачидаги чIаргIун хьана. Къурач вегьина гьезул рукъе, 
Билкъисил эбел-энссода ссе гIодо накбиги чIвамо кьIаса лъвамамо гьарина гьеза. 
Билкъисил ракI бохIина Къурачих, ва эбелги гIебеха гьеого ругал лъималги 
ракIалъе щвемо гьей гьесса садах шагьаралъе ана. Гьеасса нахен Къурачид гьеб 
мукилдайги тана. Эбелги ячумо энссо вегьарамалъа лъималги цIакъ рохина. 
Гьеасан нахе Къурачги Билкъисги гьоркьо щибниги хабарги хьеого рохалиа 
гIумро гьубуна руго.¶ 
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